
membraneofthedogcoronaryartery.

J.Physiol.(London)298,205-212.

学 会 弗 表

I)分娩時子宮朝田熱化械序に関する研究

大島 清･林 基治･可世木炭夫

日本比較内分泌学会,沖抱,(1979)

2)Distributionoflactogenichormone

receptorsinvariousfecalorgansof

humanandrhesusmonkeyduringthe

development.

Liu,T.Ⅰ.,H.Minaguchi.K.Oshima

andSakamoto.

Sixth.Int.Cong.ofEndocrino1.,

1nMelbourne,(1979)

8)Thepresenceofprogesteronereceptors

inmonkeysexskin.

Onouchi,T.,∫.Kato,K.Oshima,K.

Arai,S.OkingaandM.HayaShil

Sixthtnt,Cong.ofEndocrinol.,In

Meltx)urne(1979)

4) 〔8〕胎児におけるプロラクチンの分泌動態と

その生理的意義

水口弘司･大島 沼ほか

窮32回日本産科婦人科学会総会,

シンポジウムⅠ,東京 (1980)

5)動脈平滑筋の外向通屯に対する反応

目 片 文 夫

第50回日本動物学会(1979)

6)動脈平滑筋のデリチアゼムに対する弛校効果

目 片 文 夫

邦2回日本動物生理学会(1979)

7)冠状血管平滑筋の屯気的性質

目 片 文 夫

第2回富士ワークシヲツプ(1979)

生化学研究部門

前横軸冶 ･竹中 修

只山 節 ･申村 仲

践岡一雄l)

研 究 概 要

1)蛋白質および酵素の構造,機能.進化に関す

る基礎的研究

高 橋 蝕 拾

本研究の一環として,本年度はE.coliのペプ

チド鎖延長因子の全一次構造(398残基 )を決定

した冨)また.鋭長の異なる種々のSI王基スピンラ

ベル化試薬を用い,パパインの活性中心SI】基近

傍の微細梢造の解析を進めた3.)
2)E!長原の補体および補体レセプターに関する

比較研究4)

高 橋 鍵 拾

前年t.Cひき続き,霊長頬の赤血球と血小板の補

体レセプターの検累をさらに広範囲の種屑につい

て進めた｡この結果,IAレセプターが霊長類では

赤血球,非望長狭では血小板に存在するという

従来の説が必ずしも正しくないことを示す結果

を得た｡

3)霊長類の解iS酵累のm割と性質

洩岡一雄 ･拓府松治

前年にひき続き.さらに他軟のニトロ化合物に

対するアカゲザル肝グルタチオンS一転移酵素の

作用特性を検索するとともに.オルトジニトロベ

ンゼンと本酵素を用いるグルタチオンの新定見法

を開発した.

1)教務仏貝

2)中村 俊 ･上代叔人(東大 ･医科研 )らと

の共同研究

8)中山伸一 ･吉田政事･渡辺徳子(東大･理)

らとの共同研究

4)奥田智子 ･橘 武彦(東北大 ･抗酸菌研 )

との共同研究
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4)iEZ長菊の組扱中の蛋白質分解酵素の性状の研

究
1) 2)

十川和博･市原慶和･高橋粒冶

肝 ミクロソーム分画に見出した膜結合性中性プ

ロテイナーゼの類縁酵素の分布を検索し.腎,小

脳に砧い活性を見出した｡これらの酵素は金属酵

蒲の一也であると推定され,相互に性質を若干異

にすることが知られた｡

また.ミクロソームのシグナルペプチダーゼの

性状を検索する第一段階として.プレ蛋白質の

mRNAのqi雛 と.それを用いるプレ蛋白質の生

合成に関する予備的実験を進めた｡

5'出潮 の組織離 プロ孟n7品富,?芸芸孟芸質

前年にひき続き,アカゲザル肺カテプシンD-I

D-2の諸性質の検索をさらに広 く行なうととも

に.D-Ⅰのアミノ基末端構造を解析し,これが

ペプシノーゲンCのそれと極めて高い相同性を有

することを明らかにした｡

6)肪組級の蛋白分解酵素の性状に関する研究

市原良和 ･十川和博･高橋陸治

ラット骨格筋 ミクロソーム分画中に膜結合中性

プロテアーゼの存在を見出し,その可溶化と性状

の峡部を行なった｡

また.この種の組綴微星プロテアーゼを高感度

で測定する方法を検累し,蛍光ラベル化カゼイン

･セファロース4Bを用いる新測定法を開発した｡

7) ニホンザル胎児型ヘモグロビンT鎖の一次構

近
4) 5)

竹中 修 ･竹中晃子 ･大円めぐみ

中村 伸 ･高橋陸治

約年皮においてカラムクロマトグラフ法,ペー

パークロマトグラフ等により精製したニホンザル

T鎖のトリプシンペプチ ドについて,エドマン分

解法によりアミノ酸配列を決定した｡現在はrT5

rT13,rT14を除いた13個の トリプシンペプチ

ドについて決定をみたが.N末喘から77番目のア

ミノ酸がヒトのBi8からA8nへ,104番目がヒト

のLy8からArgへ,135番目がヒトのThrからAla

へ変化していることが判った｡ニホンザルの成体

-モグロビンを構成するP鎖の変異に比してr鎖

1)研修員 2)研修員 3)大学院生

4)研修員 5)研修員

では変異は小さい｡

8)異常ヘモグロビンを有するニホンザルの血液

性状

竹中 惨 ･竹中晃子

伊豆半島,波勝崎の群れに発見されたニホンザ

ル異常ヘモグロビン(Hblzu(Macaca)P83

(EF7)Cys)を有する個体の多血症傾向を調べ

るために昭和53年度に引き続き現地調査を行った

が,なお個体差が大きく統計的に有意差が証明で

きなかったものの,異常ヘモグロビンのホモ接合

体を有する81頭,ヘテロ接合体を有する92頚

で繁殖グループを作 り,繁殖を行っている｡今後

さらに現地調査を重ねるとともに赤血球代謝等を

調べる予定である｡

9) ニホンザルの発達過程における血液タンパク

質の動態

竹中晃子 ･竹中 捗

14頭のニホンザルの出生直後から1年間に洗っ

て採血し,赤血球,白血球数,血色素血.ヘマト

クリット値を調べた｡その結果.赤血球の体税は

成体のに比べ大きく.離乳期 (8-6ケ月 )に70

%の貧血憤向がみられた｡出生直後の成体型ヘモ

グロビンの割合は出生時体重と比例しているが.

ヤクザルでは本土ザルに比べ,体重が低いにもか

かわらず,約20%も成体型ヘモグロビン含有が訪

いことがが判った｡血清中酵素である乳酸脱水素

酵素,アルカリホスファターゼ.コリンエステ

ラーゼ等の変動について引き続き8頭から採血し

て測定中である｡

10)蛋白分解酵素を用いたサル須骨格接木作製法

竹 中 捗

歪長類研究所 相見 満,後藤俊二.木下 突.

淑戸口烈司,渡辺 毅,毛利俊雄氏との協同で.

サル現の死体から蛋白質分解酵素により軟部組粒

を溶解除去し骨格標本を作成する方法を検索し,

最適の酵素 (プロテアーゼA )および反応条件を

選定した｡さらに製作した骨格模本からの脱脂に

用いる有機溶媒を調べ,最適の有機溶媒系 (ベン

ゼン･メタノール2:1)を選定し.また苅田に

よる再生法を確立した.I

ll)塁長類のペプシノーゲンとペプシンの構造と

機能に関する研究

景山 節 ･苗橋陸沿

ヒト胃よりペプシノーゲンの各成分を精製した｡
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これらはペプシノーゲンA.C.及びその他の成

分に分かれ.それぞれ47.25.28%の割合で存

在している｡ これらのアミノ酸組成及び諮性T(杏

明 らかにした｡またペプシノーゲンAの活性化に

ついて検討し,ペプスタチン存在下で活性化中間

体を王P離しその役割を解析している｡

12)ペプシノーゲンの活性化ペプチドのアミノ酸

配列に基づく霊長類の系統進化の研究

景山 節 ･高橋陸治

ヒトの活性化ペプチ ド47残基の配列を決定した｡

ニホンザル,ブタ.ウシとそれぞれ7,19,26残

益の田換が見られ,相互の系統関係を明らかにし

た｡

18)オナガザル亜科の分子系掛 こ関する研究1)

申村 仲 ･柘橋松治

現生怒長効の系統と進化を解析する一環 として,

下記オナガザル類のフィブリノペプチドA.Bの

アミノ酸配列を比較検討した｡その結果を基に.

オナガザル亜科15種 の系統関係や分化過程を明ら

かにした｡

マカク敷くM.ff,M.C,M.m,M.fas,M.arc,

M.n.M.r,M.a,M･mau,).グエノン類 (Ca,'E･p).

ヒヒ類 (P.a,P.h,Th.g,M.1)

14)霊長類の止血一免疫機構に関する研究

中村 仲 ･高橋粒拾

昨年度に引き続き,エンドトキシン投与ニホン

ザルの体温,血圧.血球像等の経時変動を検累し

た｡同時に,摂同系,線溶系,キニン生成系.初

体系等各因子の活性動態についても分析した｡こ

れらの知見を基に,invitroでの止血一免疫系

の相互関連性ならびに血液凝固の反応機序を解析

した㌔)

また,霊長類止血機構の種特性を明らかにする

一環として,血小板凝集活性を示す抗血友病因子

(凝固節Ⅶ因子 )様タンパク質について.凝集活

性や抗原性等の種問比較を進め七いる｡3)

15)タンパク質の構造解析と分子進化

中村 伸 ･高橋松治

拓等動物フィブリノーゲンのモデルタンパク質

として.カブトガニのコアギュローゲンに着日し.

その稲造やゲル化機序を明らかにした｡また.4

種コアギュローゲンのアミノ酸配列の比較から,

このタンパク質の分子進化についても検討したき)

アズキトリプシンインヒビターIaについて も,

同様な研究を進めている㌔)

総 鋭

中村 伸 (1979) XL因子(血祭 トランニス

グルタミナーゼ),凝固･線溶 ･キニン(育

木 ･岩永嗣 ).押.72-84. 中外医学社

的 文

1)Sogawa.K.andK.Takahashi(1979):

A NeutralProteinaseofMonkeyLiver

Microsomes.J.Biochem.86,1313-1322.

2) Moriyama.A.andK.Taknhashi(1980):

StudiesontheDistributionofAdd

ProteasesinPrimateLungsandOther

TissuesbyDiethylaminoeth㌍-α11ulose

Chromatography.J.Biochem.87,737-

743.

8)Arai,K.,ち.F.C.Clark,L Duffy,M.D.

Jones,Y.Kaziro,R.A.Laursen,J.LI

Italien,D.L.Miller,S.Nagarkatti,S.

Nakamura,K.M.Nielsen,T.E.Petersen,

K.TakahashiandM.Wade(198)):

Primarystructureofdongationfactor

Tufrom EscheTichiacolt.Proc.Natl.

Acad Sci.USA77,1326-1330.I

4)Takenaka,0.(19fX)):0Ⅹygenequilib･

rium charaderisticsofhemoglobinsof

baboons,Therot･iLhemsgeLada,Pal)io

hamadT･yaSandPal)ioanubis.J.Hu一

manEvoL,9,inpress

5) Kageyama,T.andK.Takahshi(1980):

A CathepsinD-likeAcidProteinase

1) 一部竹中 修との共同研究｡

2) 竹中 修.鈴木宏冶(三誼大,医 ).江川

宏 (関西医大 )らとの共同研死及び竹中

晃子(研捗Ll)の協力による｡

3) 鈴木宏治 (三琵大,医 )との共同研究U
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4) 宍合文夫.関口晃一 (筑波大,生物 )との

共同研究｡

5) 石川椎佳子,渡辺一江 (東邦大.秦 )らと

の共同研究｡
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J.Biocfwm.87,725-735.

6) Harada,T.,T.Morita,S.Iwanaga,S.Na

kamuraandM.Niwa(1979):A New

ChromogenicSubstrateMethodfor･

AssayofBacterialEndotoxinsUsing･

Li7nulusHemocyteLysate,Progress･

in ChinicalandBiologicalResearch

(E.Cohen,ed.)Vol.29,pp.209-
220,Alan R.Liss.Inc.,New York.

7)Takagi,T.,Y.Hokama,T.Morita,S.

Iwanaga,S.NakamuraandM.Niwa

(1979):AminoAddSequenceStu･

diesonHorseshoeCrab(Tack)やIeus

trtdentaLus)Coagulogenandthe

MechanismsofGelFormation,Pro･

ressinChinicalandBiologicalRe･

seard (E.Cohen,ed.)Vol.29,pp.

169-184,AlanR.Liss,IncりNew

York.

8)鈴木宏治,江川 宏,中村 伸.西岡淳二,

竹中 捗.松崎 惨,吉村 平.山際裕史.

橋本仙一郎,高橋粒治 (1979):実験的I)I
cに関する研究 - endotoxinの血液凝臥

日本生化学会第52年回大会 東京 (1979)

5) ラット骨格筋 ミクロソーム分画の膜結合性中

性プロテイナーゼの性状

市原段和 ･十川和博 ･高橋鮎治

日本生化学会第52年回大会 東京(1979)

6)大腸菌ボ.)ペプチ ド鎖延長因子Tu(EF-Tu)

のアミノ酸配列とEufA退伝子の塩基配列

横田 崇 ･中村 俊 ･上代政人 ･

椙崎弘幸 ･高浪 満 ･高橋紐冶

日本生化学会第52年回大会 束京(1979)

7)スピンラベル法によるパパインの活性部位周

辺の ミクロ環境解析

中山伸一 ･高橋粒治 ･上森まり子･

渡辺徳子 ･吉田政幸 ･星野正松

日本生化学会第52年回大会 東京 (1979)

8)望長獄の補体系皿,赤血球 と血小板の補体レ

セプター

奥田智子 ･橘 武彦 ･高域松治

第16回補体シンポジウム (1979)

9)電気泳動法による霊長菊GPT.GOTの変異

の検索

植田倍太郎 ･尾本忠市･竹中 捗

第33回日本人頬学会日本民族学会迎合大会

(1979)

線溶.キニン系ならびに補体系に及ぼす影響- . 10)生後一年間におけるニホンザルの血液性状の

血統と脈管 10.682-638｡

学 会 発 表

1) サル肝臓グルタチオントランスフェラーゼの

ニトロ化合物に対する作用特異性

浅岡一雄 ･高橋睡治

日蕃生化学会第52年回大会 東京(1979)

2)グルタチオンS一転移酵素のニ トロ化合物

作用特異性とこれを利用 したグルタチオン

(GSE)の酵素的定立法

浅岡一雄 ;高橋陸治

日本薬学会第100年回大会 東京 (1980)

3) ラット腎および小脇 ミクロソーム分画中の

膜結合性中性プロテイナーゼの性状

十川和博 ･市原良和 ･高橋陸治

日本生化学会第52年回大会 東京(1979)

4)アカゲザル肺のカテプシンI)の精製 と性質

森山昭彦 ･高橋姓治

動態

竹中 晃子 ･竹中 捗

第24回プリマーチス研究会 (1980)

11)蛋白分解酵素を用いたサル菊骨格標本作製法

竹中 修 ･相見 硫 ･木下 突

後藤俊二 ･甑戸口烈司･波辺 毅

毛利俊雄

第24回プリマーチス研究会(1980)

12) ヒト胃粘膜のカテブシシI)様酸性プロテアー

ゼの精製と性質

I 景山 節 ･高橋鮎治

日本生化学会第52年回大会 東京 (1979)

13)ペプシノ⊥ゲンの活性化ペプチドの一次梢道にもと

づく霊長森の系統-皿,ヒトとニホンザルの分岐

景山 節 ･/高橋触治

日本動物学会第50回大会 東京 (1979)'

14)HorseshoeCrabCoagulogens:Their

StructuresandGelationMechanisms.
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Nakamura,SリF.Shishikura.T.Takagi,

S.Iwanaga,K.Takahashi,andK.Sekigu

chi

lstInternationalBiochemistryMee･

ting:FrontierinProteinChemistry.

Honolulu(1979)

15)ThePrimaryStructureofHorseshoe

Crab(7TacJlyPleustridentatus)Coagu･

logenandItsHomologieswithPlate-

1etFactor-4.

Tak喝i.T.,S.Nakamura,Y.Hokama,T.

M iyata,M.Niwa,andS.Iwanaga

VIIthInternationalCongresson

ThrombosisandHaemostasis.London

(1979)

16)カブトガニのコアギュローゲン:4位コアギ

ュローゲンのゲル化機序及び構造比較

中村 伸 ･宍合文夫･関口晃一 ･

高橋陸治

日本生化学会邦52年回大会 宋京 (1979)

17)詔長類の分子進化 :フイブリノペプチ ドによ

るアジア産マカク屑8種の分子系統樹

申村 仲 ･竹中 修 ･前田腔沿

日本動物学会第50回大会 宋京 (1979)

18)血液凝固蛋白質を分子指標にした現存カブト

ガニ4位の系統解析

宍合文夫 ･申村 仲 ･前橋陸拾 ･

関口晃一

日本動物学会第50回大会 究京(1979)

19)霊長類の分子進化- 1:フイブリノペプチド

のアミノ酸配列比較に基づくオナガザル亜科

5屈の系統解析

中村 仲 ･竹中 惨 ･高橋陛治

節24回プリマーチス研究会 犬山(1980)

20)アズキ トリプシンインヒビターnaの一次構
造

石川椎住子 ･坂田恐喝･申fEi千枇 ･

波辺一江 ･申村 仲 ･柘絹松治

日本薬学会郡100年回大会 舛ホ(1980)

系 統 研 究 部 門

江原昭苦 ･野上裕生

相見 満･甑戸口烈司

当研死部門が目指す荘氏原の系統研死は.輔の

広い視野と研究活動が要求される｡現在の部門ス

タッフだけで.その要求される全領域をカバーす

ることには限界があるが,各スタッフが各々の中

門を中心に.所内･外の研究者と積極的に協力 し,

あるいは中核となって,共同研究を推進している｡

このような学問的必然性から,一見専門的に分梅

化してみえる当部門 も,霊長類の系統学という座

標軸の中でみるとき.主要な位置に収まっている

ということができる｡

以上のような当研究部門の性格とあいまって.

海外学術調充 も多忙をきわめる｡アフリカでは.

江原.野上の他に独協医大の馬場悠夫氏が参加 し

て.エチオビヤ地構円における化石班長塀のフィ

ールドを調TfL.その節架をふまえ.1980年皮に

は･.江原 ･柴凹帖(名大 )･山崎佃誠(弼山大 )

のチームで.ひき続き先払lmrfを行なうことにな

っている｡

一方.宋弼アジアでは,社会部門の川村俊成教

授を中心 とするスマトラ自然研究が.インドネシ

ャ国のアンダラス大学と提携して推進されること

になり.野上はその推進のため尽 くしている｡江

原 ･相見はアンダラス大学のA.バカール講師 とス

マトラ生息の各種霊長類の形態学的研宛を.野上

･相見はスマトラ第四紀化石の研究 を計画.1980

年度中に実施の予定である｡また.相見は帝荊大

の渡辺直経教授を中心とするジャワ･サンギラン

の含人類化石屑の調査隊の-Elとして7月から2

カ月間,インドネシアに柑在することになってい

る｡

淑戸口は1979年か ら8カ月間.而米のコロンビ

アにおける発朗調査隊にメンバーとして参加し.

多数の栢米有蹄頬 ･有漢頬 ･噛歯類の他に,笠長

狭化石スター トニヤの上顎白歯を発見し.将来の

発掘調査継続への引き金ともなっている｡

国内的には.各種霊長類の棲本収集の他に,中

部日本のフ7ウナの骨格資料収集にも意を注ぎ.

かなりの数の噂乳数骨格を入手した｡これらの7

7ウナ資料を基に現在,東海地方各地の先史追跡
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